
1 

 

 

第３２軍司令部壕保存・公開基本計画検討委員会 

平和発信・継承検討グループ会合（第２回） 

議事概要 

 

１ 日時：令和６年 10月 17 日（火）14:00 ～16:00 

２ 場所：沖縄県自治研修所４階 401・402 研修室 

３ 出席委員： 

沖縄戦研究 吉川 由紀 沖縄国際大学非常勤講師 

文化財／展示施設 平良 次子 (公財)対馬丸記念会対馬丸記念館館長 

平和教育 内山 直美 豊見城市立豊崎中学校教頭 

平和ガイド 仲村 真 沖縄県平和祈念資料館友の会事務局長 

 〃 大田 光 一中学徒隊資料展示室解説員 

経済／観光 下地 貴子 (一財)沖縄観光コンベンションビューロー人材育

成センター長 

法律 野崎 聖子 うむやす法律会計事務所弁護士  

沖縄弁護士会会長  ※WEB 出席 

ＤＸを活用した情報

発信 

川端 卓 SCSK（株）ビジネスデザイングループ地域共創事

業開発部長 

首里城公園関係 湧川 盛順 (一財)沖縄美ら島財団理事長 

 

４ 出席事務局 

〇沖縄県 

沖縄県知事公室地域外交統括監 

知事公室平和・地域外交推進課 

土木建築部都市公園課 

土木建築部首里城復興課 

文化観光スポーツ部観光政策課 

教育庁県立学校教育課 

教育庁文化財課 

※生活福祉部保護・援護課は都合により欠席。 

〇那覇市 

経済観光部観光課 

市民文化部文化財課 

※総務部平和交流・男女参画課は都合により欠席 
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５ 議事次第： 

（１）開会 

（２）第１回平和発信・継承検討委員会の振り返り 

（３）類似展示施設の事例紹介 

（４）公開対象候補の保存・公開イメージについて 

（５）計画素案（たたき台）について 

（６）閉会（事務連絡）                                           

 

 

６ 議事概要 

（１）第１回平和発信・継承検討委員会の振り返り（議事次第（２）関係） 

※第１回平和発信・継承検討グループ会合の議事概要について承認された。 

 

（２）類似展示施設の保存・公開イメージについて（議事次第（３）関係） 

【類似施設等の平和学習・平和教育等の受け入れ状況について】 

〇委員 

平和祈念資料館の令和５年度の平和教育・平和学習の受け入れ数が少な

い。これは何の数字か教えていただきたい。 

 

〇委員 

この数字には、平和祈念資料館が学校より直接依頼を受けた受け入れ数

ではないか。旅行会社やガイド団体を通した見学者数は計上されていない

のではないか。 

 

〇事務局 

この数字は平和祈念資料館にヒアリング調査を行い確認した受け入れ数

である。受け入れ数の集計対象については改めて確認し回答する。 

 

【見学者の受け入れ体制について】 

〇委員 

学校機関では平和学習・平和教育の場として、資料等が充実し、受け入

れ体制も整備されている旧海軍司令部壕をよく活用している。学校単位で

は見学者数が多くなることが想定されるため、展示施設を見学する班、ま

たは、壕内部を見学する班などの受け入れ体制を整備する必要がある。大

人数の見学者を想定した受け入れ体制は検討しているのか。 
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〇事務局 

見学者の受け入れ体制については、展示施設の機能や規模等も含めて、

現在、検討を進めている。 

 

【実現可能性を踏まえた整備方針の設定について】 

〇委員 

展示施設は現実的に設置できるのか。整備目標を大きく設定し過ぎて、

事業がなかなか進まないということは避けることが望ましい。実現可能性

を見極め、実現可能なものから段階的に整備を進めていく必要があるので

はないか。 

〇事務局 

ご指摘事項を踏まえ、検討を進める。 

 

【第５坑口周辺の整備方針について】 

〇委員 

第５坑口周辺にガイダンス施設として、見学者が集える小さな広場を整

備してはどうか。壕内部に入る前にガイダンスを受けられる施設が必要で

あると考えられる。 

〇事務局 

第５坑口周辺の整備方針については検討を進めている。整備イメージの

具体案については資料４で説明する。 

 

（３）公開対象候補の保存・公開イメージについて（議事次第（４）関係） 

【首里城公園内の防災計画との調整について】 

〇委員 

首里城正殿の焼失事故を契機として、首里城公園全体の防災計画の見直

しが行われている。首里城公園内の防災機能は十分ではないことが判明し

てきており、防災計画上、現状以上に施設を設置することは難しく、とく

に首里杜館周辺での施設の新設は困難であると思われる。首里城公園防災

計画との調整が必須である。 

〇事務局 

関連部局と連携しながら整備方針を検討しているが、ご指摘事項につい

て改めて検討する。 
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【首里城公園周辺の文化財復元整備計画との調整について】 

〇委員 

第 1坑口周辺では松崎馬場跡、円覚寺跡の復元整備計画が検討されてい

る。これらの文化財復元整備計画との調整も必須である。 

〇事務局 

ご助言ありがとうございます。この件も関連部局と連携しながら整備方

針について検討を進めます。 

 

 

【実態不明区間の今後の方針について】 

〇委員 

第１坑道中央部は埋没しており実態不明なままであるが、全体像を把握

するための試掘調査を実施するべきではないか。第１坑道は埋没したまま

で保存するのか。保存の定義付けを明確にした方がよい。また、位置が不

明である第４坑口について調査を実施する予定はあるか。 

〇事務局 

現状として、第１坑口については埋没したままの状態で保存・公開整備

を進めることになるが、第１坑道についてはボーリング調査を行い、実態

把握を試みる。第４坑口についても引き続き、文献調査を行う。第３２軍

司令部壕の全体像を把握するための調査は今後も継続していく姿勢であ

る。 

 

【展示施設への動線設定・誘導について】 

〇委員 

第５坑口・第５坑道エリアに展示施設を設置するのであれば、見学者を

導き入れるための仕掛けづくりが必要である。徒歩で移動することで、第

３２軍司令部壕の規模感（巨大さ）を感じてもらうことも有用な公開方法

のひとつと考える。周知啓発効果を考慮すると、守礼門周辺に小規模でよ

いので案内施設を設置できないか。 

〇事務局 

首里城を訪れてはじめて第３２軍司令部壕を認知する方々も多いと考え

ている。様々な見学者にどのように周知し、展示施設等まで導くかは当方

も課題と考えている。説明版・案内板等の設置も含め、現在、検討を進め

ている。 
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【目的や条件を踏まえた整備方針の設定について】 

〇委員 

第３２軍司令部壕の保存・公開整備のコンセプトは基本計画案に記載さ

れているように、沖縄戦の実相と戦争の悲惨さ、平和の尊さを広く国内外

に発信することがコンセプトであると思う。 

壕を整備するとなると、予算も時間もかかってしまうえに、多くの見学

者を受け入れることが難しい。目的を踏まえると、展示施設の設置は妥当

であり、その内容をどのように充実させるかが重要である。実現性と集客

性の両面のバランスを取ることが重要である。 

〇事務局 

ご指摘事項を踏まえ検討を進める。 

 

【展示施設の設置位置について】 

〇委員 

首里杜館周辺の第２・第３坑道エリアは防災計画上、建物等が過密状態

であり、施設を新設することは難しいように思われる。第５坑口・第５坑

道エリアは首里城公園からの移動等が課題であり、周知啓発や情報発信の

面では短所となる。利便性や維持管理等を総合的に考えると第１坑口エリ

アが望ましいが、十分な広さの用地を確保できない。展示施設の設置位置

について、この３案以外はないのか、改めて検討してほしい。 

〇事務局 

用地確保等の面で、この３案以外の選択肢は難しいと認識しているが、

展示施設の設置位置については改めて検討する。 

 

【見学対象者の設定について】 

〇委員 

首里城公園周辺に第３２軍司令部壕の展示施設が設置されれば、首里の

歴史と沖縄戦を同時に学ぶことができる。修学旅行生を受け入れる体制を

整えることが重要である。 

〇事務局 

ご指摘を踏まえ検討を進める。 

 

【第３２軍司令部壕の保存・公開整備を進めるうえでの優先事項について】 

〇委員 

戦争体験を風化させないことが重要であり、第３２軍司令部壕の実物を

公開する場所として第５坑口・第５坑道は実現性が高いように感じる。大
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型バス等での移動を必須とすることで保存・公開整備が進まないという事

態になるのであれば、徒歩で移動することで、第３２軍司令部壕の規模感

（巨大さ）を実感いただくことも有用な公開方法である。 

 

〇事務局 

ご指摘を踏まえ検討を進める。 

 

【壕内部の整備方針について】 

〇委員 

松代象山大本営壕を見学してきたが、第３２軍司令部壕にくらべて幅が

広く、高さも高かった。坑道内部を見学するのであれば、ヘルメットを被

った状態で、頭部が天井や支保工に当たらないように、坑道断面を拡幅し

て整備してはどうか。 

また、壕内部に入る前にガイダンスを受けられる施設があるとよい。勝

連城の歴史文化施設が参考になると思われる。 

〇事務局 

ご指摘・ご助言ありがとうございます。ご助言等も参考にしながら検討

を進める。 

 

【展示施設までの動線の確保について】 

〇委員 

現状として、首里城に行ったことがない沖縄県内の子どもは多い。首里

城正殿の復元に合わせて、学校関連の見学者は増加すると見込まれる。こ

れに合わせて、第３２軍司令部壕を公開できるとよく、展示施設の重要性

は高いように思われるが、動線の確保については検討が必要である。 

〇事務局 

ご指摘を踏まえ検討を進める。 

 

 

（４）基本計画（素案）たたき台について（議事次第（５）関係） 

【用語の使用について】 

〇委員 

基本計画で使用している用語として VR（仮想現実）を使用しているが、

検討されている公開方法を鑑みると、AR（拡張現実）や MR（複合現実）の

方が正確である。また、幅をもたせる意味合いで XR（クロスリアリティ）

と表記した方が良い。 
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〇事務局 

貴重なご意見ありがとうございます。参考にさせていただく。 

 

 

【地域との合意形成ならびに物理的なスペースを必要としない公開方法について】 

〇委員 

地域住民の理解を得た施設づくりが必要であり、地域の方々への丁寧な

説明と合意形成が重要である。大型バスの受け入れは地域にとっても負担

が大きいことが想定されるため、必須であるのか改めて検討が必要であ

る。例えば、必ずしも施設の新設を必要とせず、物理的なスペースを必要

としない公開方法として、周辺の世界遺産、文化遺産、戦争遺跡めぐりと

合わせたデジタルスタンプラリーという公開方法もあると思うので、選択

肢の一つとして検討してほしい。 

〇事務局 

貴重なご意見ありがとうございます。参考にさせていただく。 

 

【展示施設等の見学ルートの設定及び動線の確保について】 

〇委員 

平和学習・平和教育では生徒たちが自主的に調べに行くことを重要視し

ている。首里城公園を起点として、いくつかの見学ルートを設定して、最

終的に展示施設や第５坑口・第５坑道に到着するようにしてはどうか。 

〇事務局 

非常に良いアイディアであると考える。参考として検討を進める。 

 

【第５坑口・第５坑道周辺の環境・景観保全について】 

〇委員 

フィールドワーク参加者の意見として、あまり改変せず現状のまま保存

してほしいや沖縄戦当時の状態をできる限り、残してほしいとの意見があ

り、これらも尊重すべきと思う。多くの方々に来てもらうこともよいが、

希望者のみが来ることでもよいのではないか。第５坑口・第５坑道周辺の

環境や景観の保全には十分に配慮すべきと考える。 

〇事務局 

ご指摘を踏まえ検討を進める。 

 

【沖縄戦当時の首里地域の方々と第３２軍司令部壕の関係について】 

〇委員 
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基本計画の中に「住民の目線」という表現があるが、沖縄戦当時の首里

地域の方々の証言記録は少ない。これらの証言記録の収集を行うととも

に、沖縄戦当時の首里地域の方々と第３２軍司令部壕の関係についても意

識しながら基本計画を作成いただきたい。 

〇事務局 

ご指摘及びご助言ありがとうございます。ご指摘を踏まえ検討を進め

る。 

 

【用語解説について】 

〇委員 

鉄血勤皇隊だけでなく、２年生の通信隊としての従事もあったため、総

称して男子学徒隊にするなど用語を訂正してほしい。 

〇事務局 

ご指摘を踏まえ、用語を訂正する。 

 

【展示施設の機能及び規模について】 

〇事務局 

展示施設に備えるべき機能や規模についてご意見あれば頂戴したい。 

〇委員 

展示施設の機能や規模について検討し、気付き等をあればメール等で回

答する。 

 

 

以上 

 


